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「文学ޠࠃ」ڭՊॻ୊ࡐ঺հ

文学の൶
山݄ه（தౡರ）
となっڌとして഑置。ൺֱ読解༻文ষとして、యࡐ校国語教Պ書のఆ൪となっているதౡರの໊作を入門教ߴ
た『人ދ伝』も収録。

第Ұ章
ುηοτ（֯田ޫ୅）
େ学入学に合わせて一人฻らしをすることになった「私」に「฼」がϓレθントしてくれたのはುηοトだっ
た。23ίンςンπでは、֯田ޫ代ࢯのΠンλϏューө૾もࢹௌՄೳ。

ແ༻のਓ（ݪ田Ϛϋ）
「父」の死ޙ、「私」がडけऔった「父」からのޙ࠷のଃり物。「父」が່に伝えたかったものはԿだったのか。
心Թまるϋートフル小説。

φΠン（井上ひさ͠）
かつて新ಓ少年野ஂٿに所ଐした少年たͪの現在はʜʜ。生ెのڞ感をݺͿ಺容として、教ࣨでの人気もߴ
い作品。

の෩（Ѩ部ত）݄ࡾ
心のதで父親はߴ校生のଉ子に޲かってつͿやく。「അࣛ者め。やっͺりこの͟まだ」。ଉ子に対する父親の
不ث༻なѪ情が描かれる。

山ᑦڕ（井෬Ṵ二）
౓となく教Պ書に掲載さزは、֝も一ॹにด͡込める。これまでにもڕ԰のதから出られなくなった山ᑦؠ
れてきたҪ෬Ṵ二の代表作。

ਫઋ（ଠ࣏࠻）
主人公の「๻」は、٠஑׮の小説『஧直ᷭ行状ه』に新たな解釈をࢼみる。ൺֱ読解༻文ষとして٠஑׮『஧
直ᷭ行状ه』も収録。

ここΖ（Ն໨ᕸੴ）
「্�ઌ生と私」や小説຤ඌもؚめて掲載。作品શ体のߏ଄をとらえるとともに、「私」と「ઌ生」の世代をこ
えたつながりを読みऔる。また、漱石の࣌代ೝ識を考察することができる『現代日本の開化』も合わせて収録。

෺ޠの͓ΘΓ（ື͔ͳ͑）
ཱྀઌでडけऔった短編小説。その小説には݁຤が描かれていなかった。物語の݁຤を૑作する活動（書くこと）
にもつな͛ることができる作品。

ޠ෺ࢯݯ
『源ࢯ物語』のݪ文（ݹ文）とともに、与ँ野থ子ɾ୩࡚५一郎ɾ֯田ޫ代による現代語༁を掲載。༁者によ
る表現のҧいをຯわうことができる。また、ڮ本治による຋案小説『༼変源ࢯ物語』も合わせて掲載。
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文学のふるさと（坂口安吾）
自身も文学者だった坂口安吾は「文学」をどのように見ていたのか。「新戯作派（無頼派）」作家による不朽

の文学論。

演技する「私」（安藤宏） 
日本文学における「私」とはどのような存在なのか。日本文学の研究者が日本文学の表現の特徴を解きほぐす。

第二章
ひよこの眼（山田詠美）
その転校生の目を見たとき、なぜか懐かしく切ない感情に包まれた。少女の感性によって現代社会の問題に

切り込んだ作品。

クリーム（村上春樹）
2020（令和 2）年発行の『一人称単数』所収の一編。主人公「ぼく」は、「人生のクリーム」について思いを

巡らせる。

赤い繭（安部公房）
帰る家がなく、しだいに自分がほどけて空っぽの繭になる「おれ」。「シュールレアリスム（超現実主義）」の

作家が織りなす不思議な物語。

野火（大岡昇平）
太平洋戦争前線のフィリピンで日本兵が直面する生と死の極限状況。人間の心理と無意識による行動がせめ

ぎ合う様子を描いた戦争小説。

檸檬（梶井基次郎）
えたいの知れない不吉な塊に追われるように、みすぼらしくて美しいものに惹かれる「私」。美に対する鋭敏

な感覚で描かれた作品。本作の素案となった詩「秘やかな楽しみ」と、習作『瀬山の話』も合わせて収録。

件（内田百閒）
気がつくと体が牛で顔だけが人間の化け物（件）に生まれ変わっていた「私」。百閒の師であった夏目漱石『夢

十夜』の世界を彷彿させる幻想的な作品。

舞姫（森鷗外）
近代国家の建設が急がれた明治期の日本で、その担い手として期待された太田豊太郎。その豊太郎の「弱く

ふびんなる心」が引き起こす苦しみが描かれる。

掟の門前（フランツ・カフカ）
いつも開いている「掟の門」に入ることが許されない「男」。2,000 字にも満たない本作品は、読者に多義的

な解釈を許容する。

藤野先生（魯迅）
仙台医学専門学校で教えを請うた藤野源九郎との思い出を綴った自伝的短編。魯迅の小説集『吶喊』の巻頭

に置かれた「自序」も合わせて掲載することで、「幻灯事件」が魯迅に与えた影響を考察する活動も提示。

父帰る（菊池寛）
二十年前に家族を捨てた父親が突然帰ってきた。ト書きや台詞など、小説とは異なる戯曲ならではの表現手

法に触れることができる。
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